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小学校教員養成課程学生の教育実習における

体育授業観察の観点

キーワード:小学校教員養成体育科授業観察観点教育実習教科教育

1 研究の動機及び目的

①研究の動機

我が国の教員養成課程では,学生の実践的力量

をいかに育てるかという課題に対して近年様々な

取り組みが実践されている。教育実習で実践的に

学ぶ教育方法の知識・技術と,学部の専門科目で

学ぶ理論との往還による実践的力量の形成の重要

性が指摘されて久しい。筆者は,学部の教育実習

担当教員として 1~4年生までの教育実習運営の

実務に携わり,教育実習現場で学生指導を担当し

てきた。同時に,小学校体育科教育法関連の授業

も担当している。その経験から,教育実習での学

生の授業観察の観点に学年により差異があること,

教科教育法の授業での理解の様相に教壇実習の経

験の有無により差異があることに気づいた。しか

しながら,学生の授業観察の観点に,いつ,どの

ような差異が生じるのかにつぃては未だ具体的に

検証されておらず,現段階で気づいた差異は,経

験から得た印象でしかない。

授業観察という活動は,教育実習だけでなく.

学部の専門教育においても実施されてぃる。学生

達は,学部教育の4年間に繰り返し授業を観察す

る0 その体験の積み重ねによって観察の観点が

育っていく。筆者は,指導教員として,学生が観

察し捉えた授業の事実や考察を価値づけ,学んだ
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個々の事柄を定着させたり,学生の理解や思考を

ゆさぶって新たな観点を獲得させたりする活動を

日々営んでいる。その中でどんな学習課題を提示

し,どんな指導をすれば学生に「このカリキュラ

ムならではの」「今,この時期だからこその」学ひ

が獲得されるのかと,筆者は試行錯誤を続けてき

た。そしてその答えを得るためには,学生の授業

観察の観点の発達段階を解明し,その発達段階を

見通した指導を考える必要があると考えるに至っ

た。

授業観察にあたっては,対象となる授業,指導

技術や授業の展開についての知識,対象学級の実

態についての知識,学生自身の運動経験や興味な

ど様々な条件によって,学生が授業中の何に着目

しどんな考察を得るかが左右されると予想、される。

しかし,それらの条件を缶11御し,再現性のあるー

般化されたモデルとしての観点形成のプロセスを

とらえようとすることには困難が予想される。

そうであるならば,結果として得られた観点の

様相を「今,ここ」にある授業と学生とが対時す

る瞬間を一回性のものとしてとらえる実践・考察・

改善のサイクルを積み重ねていく方が,学生指導

の現場に立つ教員にとって,より現実感をもって

実態を明らかにすることができるのではないだろ

うか。本研究をその第一歩と位置づけ,学生の授



業観察の観点の変化と発達を解明する足がかりと

したい。

ところで,小学校体育科の授業は,学習者が身

体を動かして様々な行動や活動をすることにより

授業を展開するという1宇性をもつ。したがって,

授業者には,授業の中で生じる出来事や学習者の

身体の様子などを観察し,読み取った事柄を瞬時

に教科の目標や学習方略につなぐ技術が求められ

る。この技術が授業実践力の巧拙を決定づけると

いえる。そのような授業実践力の基礎を築くには,

教員養成課程の初期段階では,授業における教師

と児童の相互作用を観て授業展開の構造を読み取

る力を育てることが必要ではないだろうか。そこ

で,本研究では,考察の対象として小学校体育科

の授業をとりあげることとした。

業・保育の基礎的な構造を理解することが目指さ

れる。

1年次での経験をふまえ,本研究の対象である

2年次の教育実習では,各学生の主専攻に応じた

校種・教科の観点から授業を観察し,個々の事実

が学習活動の展開においてどんな意味をもつかを

考察する。2年次は,各教科の教育法はたは保

育内容の構成)の授業を履修する時期にあたる。

教科教育法や保育内容の構成の授業を通して,授

業(保育)の構想、の基礎的な方法を学び,授業

(保育)構想、力を身につけることが目指される。同

時に,専攻に応じた教科内容や保育内容の知識

技術を身につけることも求められる。2年次は,

学部の専門科目と教育実習とで学んだ「教育内容」

と「教育方法」に関する知識・理解と技術とを相

互に関連づけることによって授業・保育構想力と

授業・保育実践力の基礎を育成すべき時期であ

る。この時期に学んだ基礎をもとに,3年次以降

の教育実習では,授業実践に挑むこととなる。

本研究の対象とした授業観察は,このような位

置づけにあり,通年で履修される20時間の実習プ

ログラムのうち最初の4時間に実施する活動であ

る註1)。この授業観察は2年汰前期に実施された

が,観察者である初等教育開発主専攻の学生の殆

どは2年次後期以降に体育科の教育法や教材研

究の授業を履修するため,この時期には体育科の

教育法関連の授業も教材研究関連の授業も履修し

ておらず,教科に関する専門的知識をまだ学んで

いない状態であった。よって,この時期の学生の

授業観察の観点は,1年次に身につけた授業観察

の力を反映したものであると予想される。同時に,

これらの観点の特徴は,体育科教育法関連の授業

を履修する前段階における学生のレディネスを示

していると考えることができる。

(2)本研究の対象である 2年次の教育実習の位

置づけと目標

本研究の対象である島根大学教育学部の教育実

習カリキュラムは,およそ 1~ 2年次における観

察実習の段階と3~4年次における教壇実習の段

階に大別できる。

1~2年次の実習の重点目標は,授業観察と授

業協議を通して件受業が教師と学習者との相互作

用から成り立っていること」「教師は様々な教授技

術や展開の工夫を用いて授業をしていること」を

理解することである。観察にあたっては「教えら

れる側から教える側への意識の転換」が求められ

1年次の教育実習では,授業(保育)観察を通

して,授業者(保育者)と学習者との相互作用に

着目し,観察された個々の事実が学習活動の展開

においてどのような意味をもつかを考察する。こ

の段階では,どの校園種・教科にも共通する授



③研究の目的

以上の事柄をふまえて,本研究では,教科教育

法の専門的な学習が始まる2年次生という時期に

着目し,島根大学教育学部の教育実習科目「学校

教育実習Ⅱ」における体育科授業の観察において,

①学生は授業中のどんな事実に着目したか②学生

は着目した事実からどんな考察を得たか③学生の

授業観察の観点にはどんな特徴があるか,につい

て明らかにする。
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2 研究の方法

本研究は,平成21年度に実施した島根大学教

育学部の「学校教育実習Ⅱ」における体育科授

業の観察・授業協議の後,学生が提出したワーク

シートを資料とする。まず,自由記述文を文意に

よって分類し,その件数に着目して分布の状況か

ら学生の視点の特徴を示すカテゴリーを抽出する。

次に,抽出されたカテゴリーの自由記述文の内容

を質的に考察し,学生がどのように授業を観察し

何を考えたかについてデータにそって学生の内的

視点から解明する。このような方法をとることに

よって,より具体的な意識の内実にせまってぃき

たいと考える。

対象者:平成21年度島根大学教育学部学

校教育課程教育学部初等教育開発専

攻2年生のうち,体育科の授業を参観し

た者16名(ただしこの中に保健体育科

を副専攻とする学生はいなかった)

対象授業:島根大学教育学部附属小学校

第1学年体育科

単元名「りレー遊びをしよう(走の運動

資料の分析方法

学生が記録したワークシートの記述について,

1)授業中のどんな出来事を取り上げ

2)どんな考察を記述しているか

に着目し,文意のまとまりごとに文章を切片化

してデータ化した。

得られたデータは,文意により,高橋(1996)

らによって作成された15項目からなる体育授業

観察チェックリストを手かがりに分類された。

分類は大学教員 1名(18年間現職に従事)と大

学院生2 名(うち 1名は10年間保健体育科教

員として従事)の計3名で行った。分類に際し

てメンバー間で意見が分かれたデータについて

は,意見が一致するまで議論し最終的な分類を

行った。記述の中には,「事実と考察」をともに

書いたもの,「事実のみ」を害いたもの,f考察

のみ」を書いたものの 3種があったが,その場

合,「事実と考察」が一連の文脈になって記述

されているものは 1件,「事実のみ」が記述さ

れているものは 1件,「考察のみ」が記述され

ているものは1件とカウントした。

考察の対象としたワークシートの設問は「観

察した授業について自分なりの観点を定め,文

章に整理しよう」である。この設問は,授業協

議会の準備として,協議のテーマやトビックを

見出す際の手かがりとするものとして設定され

ている。学生の記述内容は,授業協議の場で取

り上げたいトピックとして選ばれたものである

といえる。したがって,これらの記述内容は,

学生がどんな観点で授業を観察したかを反映す

るものと考え,分析の対象として取り上げた。

遊び)」

授業実施日:平成21年6月9日

授業協議会実施日:平成21年6月12日



3 結果及び考察

①学生の自由記述文の分類

学生の自由記述文は,文意により高橋(1996)

らによって作成された体育授業観察チエツクリス

トに示された項目にしたがって分類された0 項目

の内容を下記に示す。

A.教師の相互作用

①先生は,ほめたり励ましたりする活動を積極

的に行っていたか

②先生は,心をこめて児童に関わっていたか

③先生は,適切な助言を積極的に与えていたか

B.学習環境

①学習成果を生み出すような運動(教材・場づ

くり・学贇信果題)が用意されていたか

②楽しく学習できるような運動(教材・場作り

学習課題)が用意されていたか

③学習資料(掲示物・学習ノート・カードなど)

が有効に活用されていたか

C.意欲的学習

①子どもが意欲的に学習に取り組んでいたか

②子どもの笑顔や拍手,歓声などがみられたか

③子どもが自ら進んで学習していたか

D.授業の勢い

①1受業の場面展開がスムーズに行われていたか

②移動や待機の場面が少なかったか

③1受業の約束ごとが守られていたか

E.効果的学習

①子どもが何を学習し,何を身にっけようとし

てぃるのかが,よくわかる授業だったか

②子ども同士が積極的に教え合っていたか

③子どもの上達していく姿がみられたか

自由記述文の分類結果を図1に示す。

【教師の相互作用 20件(39%)】

ーーーーー御一-j
【意欲的学習 1件(2%)】 【授業のい 9件(1鵠)】

ー・・・・-1 f
スムーズな授業展開 3件(3僻向
移動や待機 4件(4デ向
授業の約束事 2件(2が向

【効果的学習 3件(6%)】

学習内容・目的のわかりやすさ 2件(6ア向

上達していく姿 0件(0ツ0)

学生の記述は合計51件あった。図 1 の【】内

は大カテゴリーを示し,数字は各カテゴリーに分

類された記述件数と全記述件数に対する比率を示

す。〔〕内は小カテゴリーを示し,数字は小カテ

ゴリーに分類された記述件数と大カテゴリー内の

図1 学生の自由記述文の分類

【学習環境 18件(35%)】
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全記述件数に対する比率を示す。最も記述件数が

多かったのは「教師の相互作用」で,計20件あり,

全体の39%を占めていた。次いで多かったのが

「学習環境」の計18件で,全体の35%,「授業の

勢い」 9 件は18%であった。よって,これら 3 つ

の大カテゴリーは学生が着目しゃすい観点であっ

たとみることができる。

一方,実際には授業中の子ども達は意欲的かっ

主体的に授業に取り組んでおり笑顔・拍手・歓声

も随所にみられていたが,「意欲的学習」や「効

果的学習」に分類された記述は少なかった。高橋

(19%)らによるこのチェックリストは,現職の小

学校教員を対象とした調査研究を基に作成された

ものであり,現職教員の授業観察の観点を反映し

たものといえる。これに対して上記の結果は,学

生が授業観察で「子どもの笑顔や拍手,歓声など

がみられたか」「子どもが自ら進んで学習していた

か」「子どもの上達していく姿がみられたか」とい

う観点に着目していないことを示している。現職

教員は授業を観察する際に子どもの取り組みや育
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ちの様子に着目するのに対して,2年次の学生は

子どもの行動や反応よりも教師の行動や学習環境

に着目しその意味を解釈する傾向にあるといえる。

林ら(2Ⅸ玲)の教育実習生を対象にした研究では,

実習生自身の反省から,実施した授業において子

どもの動きを看取ることとその看取りに応じた適

切な相互作用ができないことが指摘されている。

子どもをみるということは,実習生の段階では難

しい観点であることが示唆される。

では,学生は具体的に教師の行動や学習環境の

何に着目しそれをどのように解釈しているのだろ

うか。次に,「教師の相互作用」「学習環境」「授

業の勢い」について,学生の自由記述文を分析す

る。

観点

①
ほめる

励ます

表1 「教師の相互作用」に着目した事実の記述と考察の典型例

事実の記述 考察(矢印は事実の記述との関連を示す)

子どもたちが自由にコーンの位置を考えてこの言葉は子どもたちの意欲をかき立てる
いる時に「楽しみだな,みんなのりレー」とと思った(もっと工夫しよう,先生の期待に
いう先生の言葉があった 応えようなど)
児童がりレー遊びをしている時,教師が「い良かった
いね」「速い速い」「がんばれ,がんぱれ」
など声かけをしていたのは

泣いちゃった子の手を(教師が)引っぱっ→良かったのか?
て移動したのは

(2)学生の自由記述文の考察

1)「教師の相互作用」に関する記述と考察

内訳の半数を占めていた「適切な助言」に着目

すると,「子どもの感想で大事なことは発問を重ね

て広げる」「(子どもの)意見をただ「おもしろかっ

②
心をこめ

て関わる

適

助一
な

子どもの感想で大事なこと(コーンの位置(考察文なし)
を工夫することで速く走れるようになったな
ど)は発問を重ねて広げる
出来ていない子,班には言葉だけでなく教
師自ら動いてヒントを与えてぃた

→言葉だけでは伝わりにくいので実際に動い
て示すことでよりわかりゃすく伝わる



た」と答えさせるのではなく,どうぉもしろかっ

たのか,なぜおもしろかったのかを聞いて考えを

深めていた」「他の子どもの反応を取り上げ全体

に拡げていた」といった典型例にみられるように,

ふりかえりの場面での教師の一斉指導における発

問や受理・活用の言葉が記述されていた。ふりか

えりの場面での教師の言葉に着目していた記述は

6 件あり,「適切な助言」に分類された記述の過

半数を占める。これらの考察からは,学生が,子

どもから学習成果に対する考察を引き出し,深め,

学級全体にひろめる教授技術を読み取ろうとして

いた様子がわかる。

一方,個別指導の場面での相互作用については,

「出来ていない子,班には言葉だけでなく教師自ら

動いてヒントを与えていました。言葉だけでは伝

わりにくいので実際に動いて示すことでよりわか

りゃすく伝わる」という典型例がみられ,学生が

非言語的な相互作用についても着目していること

がわかる。

これらの記述に共通の特徴は,「言葉のかけ方」

に着目し教師の言葉が授業の展開の中で果たす役

割を解釈しようとしていることである。しかしな

がら,教師の言葉かけの内容と学習目標や学習内

容とを結び付けた記述はみられなかった。

「ほめる・励ます」では,個別指導での言葉か

けに着目した記述が4件あり,過半数を占めてい

た。典型例に「了どもたちが自由にコーンの位置

を考えている時に「楽しみだな,みんなのりレー」

という先生の言葉があった。この言葉は子ども

たちの意欲をかき立てると思った」という記述が

ある。学生が子どもの情意面にはたらきかける

教師の言葉に着目していることがわかる。他にも

「いいね」「速い速い」「がんばれ,がんばれ」な

ど,情意面にはたらきかける言葉が記述されてい

た。体育授業中の教師のフィヤドバック行動は授

業成果に影響を及ぽすとされ,子どもは教師の助

言から運動技能を改善するための大切な情報を得

る(高橋ら2(冷3)とされている。対象授業でも子

どもへ巧みな動きを促す教師の言葉かけはあった

が,技能面にはたらきかける教師の言葉について

の学生の記述はみられなかった。

したがって,学生は教師の言葉の役割を子ども

の情意面への働きかけと関連づけて解釈できるよ

うにはなっているが,技能に関わる学習目標や学

習内容と教師の言葉かけとを結び付けて考察する

観点はまだ獲得されていないことが推察される。

2)「学習環境」に関する記述と考察

内訳の半数を占めていた「学習成果を生み出す

運動が用意されていたか」に分類された記述に着

目すると,「コーンの置く位置を考える時に,実際

に置いてみて,走ってみて,走りゃすいかをチェッ

クして,みんなで工夫するところに,自ら考えて

学ぶということが行われていたと思う」という典

型例からは,学生が一連の学習活動を学習過程と

してとらえ,それらの活動の意味を考察している

ことがわかる。子どもに「考えさせる」「工夫させ

る」活動に着目した記述は6件あった。一方,動

きの仕組みやコツの観点から教材としての運動の

意味をとらえようとしている記述は,「走るときも

コーン売持って軸じし.た方がまわりゃすいという

ことを経験を通じて体で学んでいた」という記述

が1件あったのみであった。このことから,学生

は授業中の事実について,認知的学習の観点から

意味を解釈する傾向にあるといえる。

「学習資料が有効に活用されていたか」につい

ては,「りレーのルール確認は図で示しながら,授

業のテーマも黒板に書きながら皆で声に出したり

発問したりして視覚的かつ聴覚的に覚えられる工



観点

①
学習成果を

生み出す運

表2 「学習環境」

事実の記述

コーンの置く位置を考える時に,実際に置
いてみて,走ってみて,走りゃすいかを
チェックして,みんなで工夫するところに,

②
学習資料の
有効な活用

小学校教員養成課程学生の教育実習における体育授業観察の観点

③
楽しく学習

できる運動

・りレーのルール確認は図で示しながら,授
業のテーマも黒板に書きながら皆で声に出
したり発問したりして

に着目した事実の記述と考察の典型例

考察(矢印は事実の記述との関連を示す)

→自ら考えて学ぶということが行われていた

と思う

まずはそれ(ねらいである本運動)の前に,
しっかりとウォーミングアップがあった

夫になっていると思った」という典型例のように,

全て一斉指導時の教授技術としての黒板の使い方

に着目した記述であった。

「楽しく学習できるような運動が用意されていた

か」については,「まずはそれ(ねらいである本

運動)の前に,しっかりとウォーミングァップが

あった。そのウォーミングァップにも児童が自然

と全力で走れるような楽しさが盛り込まれていた」

「最初にウォーミングァップとしておにごっこをし

ていた。体もあったまる上,精神的にも気持ちが

のってくるのではないかと思った」という典型例

のよ.う1こ,導入部でのウォーミングァップ教才れ,

着目した記述か3件あり,学生が,字智過程の設

計と教材の特性を結び付けて,活動の情意面での

効果を考察してぃることがわかる。それは「カー

プをすぱやく走る」という単元の技能目標につな

がる下位教材であったが,単元の技能目標との関

連に着目した記述はみられなかった。このことか

ら,学生は技能面よりも情意面に着目して教材の

意義を考察する傾向にあるといえる。

班活動が中心となっていた

→視覚的かつ聴覚的に覚えられる工夫になっ
ていると思った

→そのウォーミングァップにも児童が自然と

全力で走れるような楽しさが盛り込まれて
いた

→友だちと協力したり,友だちを一生懸命応
援するという意欲も高まる内容だった

また,「班活動が中心となっていた。友だちと協

力したり,友だちを一生懸命応援するという意欲

も高まる内容だった」という典型例からは,学習

形態に着目し,その形態の情意面での効果につい

て考察していることがわかる。

総じて,学生は,子どもの情意面から授業中の

事実を考察する傾向にあることがわかった。

3)「授業の勢い」に関する記述と考察

「授業の場面展開がスムーズに行われていたか」

に分類された記述については,「活動が変わる毎

に子ども達を集合させ,説明を行ったり,区切り

を付ける。違う活動への意識の切り替えが,ト手に

出来ていた。違う活動への意識ω切り替えが上手

に出来ていた結果,場面展開がスムーズに出来て

いた」といった典型例にみられるように,学生は

授業の展開におけるマネジメント技術に着目して

いた。具体的なマネジメント技術としては,「移動

や待機の場面が少なかったか」に分類された記述

にみられる「子ども達をいくつかのグループに分

けそれぞれ" 0号車"というグループ名を付けて



観点

①
スムーズな

授業展開

表3 「授業の勢い」

事実の記述

活動が変わる毎に子ども達を集合させ,説
明を行ったり,区切りを付ける

②
移動や待機

違う活動への意識の切り替えが上手に出来
ていた結果,

に着目した事実の記述と考察の典型例

考察(矢印は事実の記述との関連を示す)

→違う活動への意識の切り替えが上手に出来
ていた

子ども達をいくつかのクループに分けそれ→移動がスムーズに行われていた
ぞれ"0号車"というグループ名を付けて
いる

③授業の約
束事

移動や待機の時間が少なくて良かった

「ぱっ」と何かの合図をするだけで子ども(考察文なし)
が「ぱウ」ど動けるようなケソス雰囲気'ヅ
くり

いる。移動がスムーズに行われていた」という典

型例にみられるように,学生は学習形態やグルー

プ編成の工夫に着目していた。また,それらの工

夫を授業中に活用するマネジメント技術として,

「授業の約束事が守られていたか」に分類された

典型例にみられるように「「ぱっ」と何かの合図を

するだけで子どもが『ぱっ」と動けるようなクラ

ス雰囲気づくり」が取り上げられていた。

木原ら(2(冷8)は,3年次の模擬授業観察時に

おける学生の気づきの様相について,「集合と移

動」に関わる観点がみられなかったことを指摘し,

その要因を,模擬授業は学生が子ども役を演じて

おり集合や移動をスムーズに行うことができるた

めではないかと.考察している。このことと今回得

られた結果とを考え併せると,授業観察力を育成

するための段階的な指導として,マネジメント技

術など授業の基礎的条件については観察実習を通

して指導したうぇで,模擬授業で授業の内容的条

件に関わる観点について重点的に指導するという

→場面展開がスムーズに出来ていた
(集合を早めることができていること)

から.授業の導入もできていると感じた

→テンポの早さが良かった

指導計画が構想できそうである。

4 まとめ

本事例における学生の授業観察の観点には.次

の①~⑥に示す特徴がみられた。

①学生の授業観察の観点と考察は「教師の相互作

用」と「学習環境」に関する内容に集中してお

り,汰いで「授業の勢い」が取り上げられてい

た。学生は教師の行動や発言に着目しており,

子どもの行動や反応についての記述はわずかで

あった。

②「教師の相互作用」については,「適切な助言」

に関する記述が半数を占めていた。その多くは,

ふりかえり場面での発問の仕方や子どもの発言

の受理・活用の仕方に着目し,「教師がどのよう

にして子どもから学習成果に対する考察を引き

出し,深め,学級全体にひろめようとしている

か」を読み取ろうとしていた。

③「学習環境」については,「学習成果を生み出
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→ここ



す運動」に関する記述が過半数を占めていた。

その多くは教材の選定と学習過程の設定に着目

し,どんな活動によって授業が構成されている

かを読み取ろうとしていた。また,態度面や意

欲面の形成との関わりに着目して学習形態の設

定の意味を考察しようとしている記述もあった。

④「授業の勢い」については,活動場面の切り替

えのスムーズさに着目した記述が多かった。そ

の要因として,移動・集合・待機のスムーズさ

があげられていた。学生は,移動・集合・待機

の際の教師のマネジメント技術に着目L'ており,

そのための手だてとして,グルーピングの工夫

や,合図の工夫などがあげられていた。

⑤記述された教師の行動や発言は,その多くが学

習指導場面での一斉指導による発問・受理・説

明に関する内容であった。運動学習場面での個

別指導時の行動や発言に関する記述は,ほめ

る・励ます・動機づけるといった肯定的な関わ

りについての内容が殆どであった。

⑥学生が学習過程や教材の意味について解釈しよ

うとするとき,子どもの情意面から老察しよう

とする傾向があるといえる。

総括司ると,2年生前期の時点では,授業観察

において,個々の子どもの取り組みや育ちをとら

える観点は未獲得だが,教師の行動や学習環境を

とらえる観点は獲得されている。そのなかでも,

どの教科にも共通する授業の枠組みや教授方法を

とらえる観点や授業運営に関わる基礎的条件から

の観点は獲得されているが,領域や教材の特性を

ふまえて授業の内容や学習方法を充実させる内容

的条件からの観点はまだ未獲得である。これは,

授業観察における観点の段階的発達の様相を示唆

している。個々の子どもの看取りゃ領域や教材の

特性をふまえた授業観察の観点が今後いつどの

小学校教員養成課程学生の教育実習における体育授業観察の観点

ようにして獲得されるのか,今後とも継続して考

察したい。

上記に示した特徴の背景には,1年次の教育実

習で「授業が教師と学習者との相互作用から成り

立つこと」「教師は様々な教授技術や展開の工夫

を用いて授業をしていること」「授業の展開や学習

の流れをとらえること」「教師の発問の意図や前後

の発問との関連をとらえること」の理解をめざし

て,観察→記録→考察→協議→考察といった一連

の演習を繰り返し行ってきたことがある。これに

より,どの教科にも共通する授業の枠組みや教授

方法をとらえる観点が養われたのではないだろう

か。

一方,本研究の対象学生は,まだ体育科の教育

法や教材研究の授業を履修しておらず,教科や単

元に特有の学習目標・学習内容・学習形態などを

学んでいないため,観察した事実を,教科や単元

の学習目標・学習内容を具現化させたものとして

とらえることがまだできない。しかし,学生は既

習の知識・理解の範囲内で事実を考察しようと努

力している。そのため,授業をスムーズに運営す

るためのマネジメント技術に着目したり,教材や

学習形態の意味を学習者の態度や意欲の形成と結

び付けて解釈しようとしたりするのではないだろ

うか。

今後,教科教育法関連の授業で教科や単元の学

習目標・学習内容を学ばせる際には,それらが授

業の中でどのような学習場面や学習形態として具

現化されているのかを,事例を用いながら学ぶ活

動を取り入れるなどし,すでに獲得した授業観察

力に,教科の学習の観点から授業を見る力を積み

上げる必要があると考える。

観察実習や模擬授業など,様々なかたちで授

業観察が実施されているが,各々のねらいや実施



条件などを勘案しながら授業観察力を段階的に育

て,授業構成力・授業実践力の育成へつなぎたい。

5 今後の課題

本事例では,2年汰生を対象に授業観察の観点

の特徴を明らかにすることができた。今後は,さ

らに事例を収集・・分析し,4年間の学部教育で授

業観察の観点がいっどのように変化するのかを明

らかにしたい。学生の授業観察の観点の発達過程

の概要を理解することができれぱ,教育実習や授

業の指導において,学生の発達段階に応じた「今,

この時期だからこその」学習課題や指導方法を選

択することができ,学部教育における段階性と実

習間・授業間相互の関連性を見通したうえで具体

的な指導計画を策定することができるのではない

だろうか。

指導現場に立つ一教員として学生と向き合いな

がら,より充実した教育の実現に向けて,ーつひ

とつ課題を達成していきたいと考える。

である授業観察は,島根大学教育学部附属小学校

実習部と筆者とが企画・実施した。
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血 apracdcalEducationproga111?
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Absh'act

This research project is a case study on teacher

educauon for U11iversity students.

Its purpose is to examine the points of vie、v of

Second-year students in arl elementary schoolteacher

training course 、vhen they observed a physical

educauon class i11a practical education prograrn.

I exa111ined the students' obseNation repods from

血e f0110、virlg hee poin6:

1. what facts did 廿ley notice in the class?

2. How did they c011Siderthe facts?

3. what factors did they notice in the physical

education classes?

HIR、OKANE S11iho

(shi111atle U11iversiw FacU1り, ofEducation)

about physical education pedagogy, they cannot see

Other facts that exist in the physical education class

from the points of vie、v based on physical education

Pedag08ical kno、vledge. These results are based on

experiences by 、vhich the students have learned in

the flrst・year practical education pr0即'arn.1n the first

year,廿le students are h'ained to obselve the class and

discuss subjeC6, such aS 廿le teacher'S W'ords, behaviors,

and/or teaching materials they noticed during class

Observations. The results of these observations

Here are the resU1船:

The students mainly noticed interactions

bet、veen teacher and chHdren and also the leaming

envlror血ents. Especia11y, they c011Sidered the teacher'S

instruction languages and teaching materials as

Iear1血g S加tegiesto motivate the cMldren.

Most students noticed the teacher's practical ski11S m

dass marlagement. They tended to explai11仕le teacher'S

behavior from the point of vie、v of motivation.

Beca11Se the students have not yet S加died arld learned
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Show the students' readiness to study physical

education pedag0幻,. To gain fudher recognition and

Understanding, the students need to combine facts

With theory or knowledge. They see the facts by

Obselving the physical educauon class, a11d they leam

the theory or knowledge in the physical education

Pedagogy class. Thus aRer these practical education

Programs where we teach them ho、v to pla111earning

Projects, the students need to learn how to combine

theory with practical examples. we may kno、v the

S仏ge ofdevelopment oftheir points of view if、ve carl

know 、vhat kind of recognition and understanding

the students have learned by obseNin8 t11e physical



education class. The underS仏nditlg 、vi11 be the next

Step ofresearch forteacher educatiolL

Ihis research was the first step i11壮le血Vestigation.
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